
 
 
 

第 １０２ 号  (平成２３年１月) 

赤ちゃんにやさしい病院(Baby Friendly Hospital) 

済生会新潟第二病院 産婦人科 （毎月１回 20 日発行） 

www.ngt.saiseikai.or.jp/02/sanｆujinka/index.html 
E メールアドレス： sanka @ ngt.saiseikai.or.jp 

進化する助産師たち  当院は毎年３～４名の新人助産師を迎えています。平

成１８年入職の加藤、伊勢亀、西潟、堀田の４名（写真左）

は、５年目の今年も１人も欠けることなく、それぞれ赤、

黄、橙、青チーム（胸のストラップがチーム・カラー）の中

核として活躍しています。新人時代（写真下）と比較する

と、４名とも頼もしくなり、かつ美しく洗練され、明らかに進

化しているのが分かります。その４名の奮闘記です・・・・ 

５年間を改めて思い返してみると、色々なことがありま

した。新人の頃、お産の介助をする際、自分の方が緊張

してしまい、なかなか産婦さんに声をかけられず不安を与

えてしまったり、対応の悪さに迷惑をかけてしまったことも

たくさんありました。自分の技術・知識の無さに落ち込み、

泣きながら家路に着いたこともありました。 

そんな私達にも今では後輩ができて、後輩に指導する

立場になりました。ここまで成長してこれたのは、患者さん

方から沢山勉強させてもらったお陰だと感謝しています。 

生活面でも色々なことがありました。結婚した人もいれ

ば、痩せた人、彼氏ができた人、彼氏と別れた人･･･。そし

て一番大きいのが年齢です。就職した時は四捨五入して

二十歳だったのに、今は四捨五入すると三十路です。新

人の頃は、夜勤明けでも寝ないで普通に遊びに行けてい

たのに、今は夜勤明けで遊びに行くと途中から意識がなく

なり、酷い顔になっています。若いだけで“得”という意味

がようやく分かるようになりました。何歳になろうと、カワイ

イ赤ちゃんに癒されながら、患者さん達に元気を与えてい

ける存在でいたいと思っています。 これからも初心を忘

れずに、日々成長できるよう頑張っていきます。 

５年目 
奮闘記 

へその緒通信第４６号（平成１８年５月発行）より 

伊勢亀 千紘 

 

加藤 美典 西潟 あゆみ 堀田 一世 

新人時代の４名 

当院ＨＰで、トップページなどを除いた、各部門別のページの中で「産婦

人科／特色・取り組み」のページは、平成 21 年度に 10,650 件と最も多いア

クセスをいただいています。ちなみに２位は「産婦人科／スタッフ紹介」で

7,061 件、３位は「消化器内科／特色・取り組み」で 4,705 件でした。 

当科は、「赤ちゃんにやさしい病院」として自然な出産と母乳育児に力点

を置く【産科】、腹腔鏡から顕微授精まで幅広い治療が可能な【不妊治療】、 

経験豊富な医師が揃う【婦人科】の３ 

つの分野から成り立っています。新 

しいページでは、この３分野がすっき 

りと表示されています。各分野のタイ 

トルまたは写真をクリックすると、そ 

の分野の詳しい紹介（PDF ファイル） 

にジャンプします。 

 特に産科、不妊の分野では、スタッ 

フの横顔や治療を解説する写真を中 

心に、当院の分娩数、前回帝王切開 

や骨盤位分娩のデータ、人工授精・ 

体外受精・凍結胚移植などの妊娠率 

などのデータもご紹介しています。 

病院ＨＰ：産婦人科のページを新しくしました 

《《《臍臍臍帯帯帯抄抄抄》》》▼先日ある会合で、「知的生産の方法」など沢

山の著書で知られる、上智大学名誉教授の渡部昇一先

生にお会いする機会に恵まれました（写真）。本紙 100 号

の「いい夫婦、子育て心得いろはかるた」の「ゐ」の項は

「育児より価値ある仕事少なくて」でしたが、これは渡部先

生の著書「男は男らしく 女は女らしく」の記述を引用した

ものでした。実際の紙面を渡部先生にお見せしながらお

話したところ、「大変いいですね」とお褒めをいただきまし

た。▼渡部先生のような本物の 

文化人に接してそのオーラを浴 

びるだけで、自分も賢くなった気 

がします。大枚はたいて東京ま 

で行った甲斐があり、まさにかる 

たの「ほ」の項のように「本物のプ 

レー見せに金使う」でした。 

↓産科外来の紹介 ↓不妊外来の紹介 
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